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ひきこもり状態の人が支援機関に踏み出すまでの心理的プロセスと家族支援
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本研究の目的は,ひ きこもり経験者を対象に面接調査を実施し,親に抱く心情に注目しながら,ひ

きこもり状態から支援機関へと第一歩を踏み出していく心理的プロセスを明らかにすること,お よび

家族支援の示唆を得ることである.研究対象者26名に半構造化面接を行い,修正版グラウンデッド・

セオリー・アプローチを用いて分析した結果,【家族の中で孤独な闘い】, I容認環境で力の醸造】,【家

族と共に目標へ向かう】の3つのカテゴリーで構成された.プロセスの中で重要な転換点は3つあり,

第1に 〔親からの非難の沈静化〕により〔追い詰められ感の軽減〕となること,第 2に家族という〔安

全基地の獲得〕が 〔支援機関へのアプローチ願望〕につながること,第 3に 〔背中を押される〕ことで

〔勇気を出してハードル越え〕を果たすことであった.親からのアプローチで重要なことは,本人が拒

否的反応を示す 【家族の中で孤独な闘い】では,本人を理解しようとする姿勢であり,批判や叱咤激

励ではなく,で きるだけ本人が楽になる形の対話による交流が重要であった。また,家族に対しては,

本人がたどるプロセスにおいて,今どの段階にいるかを協働でアセスメントし,その段階に応じた目

標設定や具体的な関わりについて,共に考える支援が求められる.

キーワーズ :ひ きこもり,心理的プロセス,家族支援,修正版グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチ

要

|. はじめに

2016年 9月 に内閣府が仕事や学校に行かず,6ヶ

月以上にわたり家族以外とほとんど交流しないで自

宅にいる15～39歳 のひきこもり状態の人 (以下,

本人)が,全国で推計54万 1千人に上るとの調査結

果を公表 した。ひきこもり期間は,7年 以上が

34.7%と 最も多く長期化を表している。さらに,ひ

きこもり開始年齢で14歳以下については,2010年

の調査の8.5%か ら12.2%と 増加しており,低年齢

化傾向がみられる (内閣府,2016)。 これらの結果

は,保健 。医療・福祉,教育の連携のみならず,地

域が一九となって取り組んでいくべき喫緊の課題で
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あることを表している。

本人がひきこもっているという特質上,ひ きこも

り支援はまず家族支援から開始されることが多い

(竹中,2010).斎藤 (2012)は,家族相談の重要性

について,初期の段階で両親が適切な対応をすれ

ば,それだけでも本人の状態改善が期待できると

し,その大前提として,両親が本人への理解と配慮

を共有することが重要であり,本人のひきこもり状

態をまるごと受け止めることが大切であると記して

いる.ま た, 自助グループ「ひきこもり親の会」(以

下,親の会)に継続参加する母親への面接調査によ

り,母親が本人との新たな関わり方を見出していく

心理社会的プロセスが提示されている。それによる

と,母親の心理的変化のターニングポイントは,本

人に理解的対応ができるようになることであり,そ
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の頃になると,母親は本人の何らかのプラスの変化

を実感するようになることが示されている (斎藤 ,

本間,真壁他,2013a).

ところで,本人は社会に出るまでに,親を中心と

した家族や周囲の人との関係のなかで, どのような

心理的な体験のプロセスを歩んでいるのだろうか。

これを詳らかにすることで,本人の体験と家族の体

験との関連性がみえ,家族支援に役立つのではない

かと考える.

ひきこもり経験者の心理・行動変容のプロセスに

関する研究 (山根,宮崎,高田他,2013),ひ きこも

り援助機関を利用してひきこもり状態から回復する

までのプロセスについての研究 (草野,2010),居場

所を利用しながら職業生活を確立するプロセスにつ

いての研究 (花嶋,2011)はあるが,いずれも家族

との関係に焦点を当てたものではない.

本研究は,就労中や支援機関に通うひきこもり経

験者を対象とした面接調査により,家族,特に親と

の関係に注目しながら,ひ きこもり状態から支援機

関へと第一歩を踏み出していく心理的プロセスを明

らかにする.さ らに,家族支援の示唆を得ることを

目的とする.

‖.方 法

1.研究対象者

北陸地区,東海地区,九州地区に在住する,就労

中か支援機関に定期的に通うひきこもり経験者であ

る.

2.データ収集方法

データ収集は,2014年 8月 から10月 に実施した。

北陸地区,東海地区,九州地区で活動する親の会 ,

および,A市内の就労支援や居場所などの支援機関
の代表者に研究の主旨を回頭と文書で説明し,協力

を依頼した。調査協力の賛同を得て,同意書を取り

交わした後で,それぞれの代表者には,本研究の主

旨や倫理的配慮を記した調査協力者宛の依頼文を渡

し,それを提示しながら協力者を募ることを依頼し
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た.東海地区と九州地区の代表者には,面接日時の

設定とプライバシーが保たれる面接場所の確保を依

頼した.

研究協力の得られた研究参加者と面接日時の確認

を行い,北陸地区の研究参加者の場合は,研究者ら

の所属機関で,東海地区と九州地区の場合は研究者

らが出向いて行った.質問項目は「ひきこもった経

緯」,「ひきこもっていたときの気持ち」,「親の態度

について,変化はあったか,それにより自分の気持

ちはどう変化したか」などである。面接内容は同意

を得た上でICレ コーダーに録音した。プライバ

シーが保たれる個室で実施し,面接時間は一人につ

き約40～ 90分程度であり,半構造化面接の形を

とった.

3.データ分析方法

本研究は,修正版グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ (Modined Grounded Theory Approach:

以下,M―GTA)に基づいて分析を行った.M―GTA

は,限定された範囲内において人間の行動の変化と

多様性を説明でき,実践的活用が可能である (木

下,2003).本研究の対象者が,ひ きこもり状態の

子と親という限定された関係にあること,その関係

性におけるプロセスに着目した分析を行うことか

ら,本研究に適していると判断した。

本研究の分析焦点者は「現在就労中,あるいは支

援機関に通うひきこもり経験者で,支援機関を活用

した経験のある人」であり,分析テーマは「ひきこ

もり状態の人が親との関係のなかで支援機関に踏み

出していく心理的プロセス」とした。データは,

M―GTAの分析方法に基づき次のように分析を行っ

た.まず,具体的で多様性のあるデータを選び,分

析焦点者と分析テーマに照らして,データの関連個

所に着目し,それを一つの具体例とし,そのデータ

の解釈による概念を生成した.データ分析をすすめ

るなかで,新たな概念を生成し,分析ワークシート

は個々の概念ごとに作成した。生成した概念は類似

例の確認と対局例の比較の観点からデータを見るこ

とで,解釈が恣意的に陥る危険を防ぐようにした。
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その結果を分析ワークシートの理論的メモ欄に記入   Ⅲ。結 果
した。データは継続的に比較分析し,概念を分類し

てまとめる作業を繰 り返してカテゴリーを生成して   1.研 究対象者の属性
いき,結果図とス トーリーラインを完成させた。な    研究対象者の属性は,表 1の とおりである。男性
お,分析過程においては,研究者間での意見の一致   20名 ,女性6名 で,年齢は,20代 9名 ,30代 15名 ,

がみられるまで検討を行った.           40代 2名 で,平均年齢は31歳 (SD5.10)であった.

4.倫理的配慮                   就労中は14名で,正規雇用者が2名 ,非正規雇用者

本研究は,研究者らの所属機関における倫理審査   が12名であり,居場所通所者は9名であった.就労
委員会の承認を得て実施した (承認番号2014003).  中の14名 のうち,ひ きこもり期間が5年以下が 10

対象者には,研究参加を確認する際に自由意思での   名であり,71.4%を 占めていた。10年以上の長期の

参加であること,研究参加の拒否・撤回ができるこ   ひきこもり者は7名 で,そ のうち2名が就労してお
と,その際,不利益は被らないこと,個人情報保護   り,1名 は正規職員であった。小中学校での不登校
の厳守,データの保管方法や処理,結果の公表方法   経験者は8名 で,5名がそのまま継続していた。
などについて,文書と口頭で説明し同意書を取 り交   2.ス トーリーライン

わした。                      まず,ス トーリーラインを述べる.ひ きこもり状

態の人が,親との関係の中で支援機関に踏み出して

いく心理的プロセスの構造として23の概念が生成

され,3つのカテゴリーを抽出した (図 1).カ テゴ

リーは【 】,概念は〔 〕で示す.

表1.研究対象者の属性

性別  年齢  現在の状況      ひきこもり期間       受診歴と診断名      社会資源利用状況

1 男性  20代  アルバイト  ①2年 (中 2～ )② 3年 (20歳～)  無         センター,ス テーション
2 男性  20代  サポステ通所  3年 (24歳～)           無         ステーション,相談機関
3 女性  20代  アルバイト  4年 (23歳～)           無         センター
4 男性  20代  居場所通所  ①4年 (中 3～ )② 3年 (23歳～)  無         居場所
5 男性  20代  居場所通所  13年 (小 5～)           有,抑うつ状態   居場所
6 男性  20代  居場所通所  4年 (24歳～)           無         居場所
7 男性  20代  居場所通所  4年 (19歳～)           無         ステーション,居場所
8 男性  20代  アルバイト  3年 (中 2～ )           有,抑うつ状態   居場所
9 女性  20代  正規職員   3年 (23歳～)           無         ステーション

10 男性  30代  居場所通所  11年 (23歳～)          有,抑うつ状態   居場所
11 女性  30代  アルバイト  3年 (27歳～)           有,パニック障害  ステーション
12 女性  30代  アルバイト  ①2年 (中 2～ )② 4年 (21歳～)  無         ステーション
13 男性  30代  アルバイト  ①2年 (中 2～ )② 5年 (21歳～)  有,社会不安障害  ステーション
14 男性  30代  正規職員   15年 (中 2～ )           無         ステーション
15 男性  30代  居場所通所  2年 (22歳～)           無         居場所
16 男性  30代  契約社員   5年 (22歳～)           無         ステーション
17 男性  30代  アルバイト  2年 (22歳～)           有,パニック障害  居場所,ス テーション
18 女性  30代  居場所通所  3年 (中 2～)           有,発達障害    フリースペース,居場所
19 男性  30代  居場所通所  10年 (高 2～)           無         ステーション,居場所
20 女性  30代  アルバイト  2年 (24歳)            無         ステーション,居場所
21 男性  30代  居場所通所  10年 (23歳～)          有,発達障害    サポステ,居場所
22 男性  30代  アルバイト  8年 (22歳～)           有,強迫性障害   ステーション居場所
23 男性  30代  アルバイト  7年 (22歳～)           無         ステーション,カ ウンセリング
24 男性  30代  アルバイト  ① 10年 (22歳～)② 3年 (34歳～) 有,抑うつ状態   居場所
25 男性  40代  居場所通所   18年 (中 2～)           有,強迫性障害   居場所
26 男性  40代  居場所通所  2年 (20歳～)           有,発達障害    地域活動支援センター

※ステーション :地域若者サポートステーション,セ ンター :ひきこもり相談支援センター
居場所 :ひ きこもりを支援する機関が設置した通所施設で,本人をありのままに受け入れてくれる場所
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〔〕は概念、【】はカテゴリー

→ は変化の方向・←)は双方向に影響 +は影響の方向

図 1.ひ きこもり状態の人が親との関係のなかで支援機関に踏み出していく心理的プロセス

【家族の中で孤独な闘い】では,〔人間関係からの

逃避〕によりひきこもったものの, 自責感や不安感

により〔自己の操縦不能〕状態であった。そこに

〔親の対応に抱く陰性感情〕, 自傷行為などで 〔苦し

みのアピール〕や親への 〔責任転嫁〕など,親との

間で生じる様々な感情が渾然一体となって負荷を増

していた。これらの状況から自己防衛するために

〔ゲームで気を紛らわす〕,〔逃避のための昼夜逆転

生活〕などを行っていたが,その生活について親か

ら批判的な対応を受け陰性感情を抱くという,その

繰り返しであった。【容認環境で力の醸造】では,

〔親からの非難の沈静化〕により〔追い詰められ感

の軽減〕があり,〔家族の一員としての日常〕が可

能となった.少しずつ意欲が芽生え 〔家事役割を引

き受ける〕ことで 〔自己の存在価値の実感〕を抱

け,〔自分で家族以外の他人と関わる〕体験や,免

許取得などの 〔やったことの成果と自信〕により,

小さな自信の積み重ねをしていた。これらが 〔自分

を静観する〕ことを可能とし 〔安全基地の獲得〕に

つながっていた.【家族と共に日標に向かう】では,

〔支援機関へのアプローチ願望〕を抱くようになる

が,〔家族メンバーとしての責任と自覚〕や 〔親の

気持ちに気付く〕ことで社会に出たいと焦る反面,

強い 〔脱出への不安〕があり,〔社会への志向と動

けない自分との間で葛藤〕が続いていた。あると

き,親や支援者から 〔背中を押される〕ことがきっ



78                     家族看護学研究 第24巻

かけとなり,〔勇気を出してハードル越え〕を果た

していた。

3.プロセスを構成する要素

生成されたプロセスに沿って,構成要素である概

念,カ テゴリーを説明する.カ テゴリーは 【 】,
概念は 〔 〕,典型例であった語りは「 」で示す。
1)【家族の中で孤独な闘い】

このカテゴリーは,理解してもらえない家族メン

バーと自分との間で起こる心理的葛藤と,強い不安

を伴う現実からの逃避生活のなかで, 自らもどうに

もならない状態であったことをあらわしている.7
つの概念から構成されている.

① 〔人間関係からの逃避〕

人間関係に疲れ,自尊感情が低下して閉じこもる

しかない状況に追い込まれたことを示す概念であ

る。

「相手に自分を伝えるのがすごい…Ⅲ師くて,自

分の素が出てしまうのが怖くてそれ以上の付き

合いができなくなって, 自分のダメなところを

見られるのが怖くて…・・■」と語った。

② 〔自己の操縦不能〕

今の自分の状況を認められずに,何とかしなけれ

ばいけないと思っていたものの, どうにもできずに

落ち込んでいたことをあらわす概念である.

「学校に行かないことが社会的にダメなことと

いう認識が強かったけど,私自身外に出ること

ができない, どうしようもないという気持で,

うつな状態で過ごしていました。」と語った.

③ 〔親の対応に抱く陰性感情〕

仕事や学校に行けない自分の気持ちを理解しよう

としない親に対して,反発心や猜疑心,見離された

思いなどの陰性感情を抱き,苦悩したことをあらわ

す概念である.

「ひきこもった直後は大変でしたね。怒られた

り説教されたり……こっちも感情的になります

よね.自分がしんどいというのを理解してくれ

ていないんじゃないか, というような感覚を受

けてしまって.」 や「社会人になったらお金を
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稼ぐものだと.父親から死ねとかおまえはクズ

だとか言われました。母親からもおまえなんて

消えてしまえとか言われました。」という語り

があった。また,「親とあまり話さなかったか

ら,親が何で自分の嫌がることをするのか分か

らなくて,それがストレスになって体調崩して

入院しました.」 や,「高校で不登校になっても

学校に行けとかは一切なく,父なんかむしろ逆

で何でも言いなりで…….何も言われないのっ

て,俺こんなか (この程度にしかみられていな

かったのか)みたいな,諦められていた感じが

しました.」 という語りがあった。

④ 〔苦しみのアピール〕

親に自分の苦しさを理解して欲しくて, 自傷行為

などの行動で訴えたことをあらわす概念である.

「自傷行為をくり返した時期がありまして.親

に相手にして欲しいというアピールだったと思

います。理解してよという.バカだなと思いま

すね。」と語った。

⑤ 〔責任転嫁〕

自分の現状を受け止められずに,親の責任にして

自己を防衛していたことをあらわす概念である.

「甘やかされて育ってきたという自覚があり,

そんなことしないでくれれば,今みたいになら

ないで済んだのかなとか。1人でできないの

は,そんなふうに育てられたせいなのかな,み

たいにちょっと親を恨みました。」や「最初は

すごく恨みました。なぜ僕がうつ病になったの

かということを,ひ きこもりになったのかとい

うのを,なんで1つ も反省してくれないんだと

いうのが一番強いんですよね.」 と語った.

⑥ 〔ゲームで気を紛らわす〕

ゲームやネットをやり続けることで,ひ きこもっ

ている自分に向き合うことから逃げていたことをあ

らわす概念である。

「ゲームをしていれば,そ の間だけは何とか

なったので自暴自棄にならなかったのかな。常

に自分を見つめていたら, 自分を責め続けてた
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ぶんアルコール中毒になっていただろうな.も

う,逃げですね.」 という語りがあった.

⑦ 〔逃避のための昼夜逆転生活〕

学校や仕事に行けない自らの現実から逃れるため

に,昼夜逆転して社会の活動サイクルと逆の生活を

していたことをあらわす概念である.

「みんなが普通に生活しているときに,好 きな

時間に寝て好きな時間に起きてみたいな……自

分以外の人がまぶしくみえたこともあり,昼間

は苦手でした。」と語った.

2)【容認環境で安心基地の獲得】

このカテゴリーは,批判的な家族の態度が徐々に

理解的なものに変化したことで,本人は少しずつ意

欲や小さな自信が芽生え,その積み重ねによって家

族をいつでも自分を受け入れてくれる安心できる存

在として捉えられるようになったことをあらわして

いる。9つの概念から構成された。

① 〔親からの非難の沈静化〕

親からの非難や叱咤激励などの言動が,徐々に沈

静化してきたことをあらわす概念である。

「責めるような無理強いするようなことは,一

切言わなくなりました。」,「最初の頃学校行け

とかこういうものがあるよみたいな感じで,割

と積極的に勧めていたんですけど,数年くらい

前からもう働かなくていいからとか……徐々に

変わってきた感じです.」 と語った.

② 〔追い詰められ感の軽減〕

親から受けていた叱咤激励や批判的言動がみられ

なくなることで,少しずつ追い詰められるような感

覚がなくなり,心身ともに楽になったことをあらわ

している.

「催促するようなことはなくなりました.気分

は楽ですね。前から追い詰められている感じが

あったのがなくなったので,すごい安心したみ

たいで夜眠れるようになって……」という語り

があった。

③ 〔家族の一員としての日常〕

家族の一員として遇され,会話のある日常をすご
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していたことをあらわす概念である。

「日常的な話をしたり,あ とニュースを見たと

きに,そのニュースについての話をしたりだと

かしていました。」と語った.また,「本当によ

く話すようになりましたし,そうですね, 日常

的なことから今後のこととか割と気兼ねなく

。…・・.」 と,今後のことも話していたことを

語った。

④ 〔家事役割を引き受ける〕

追い詰められ感が軽減したことで,行動への意欲

がわき,家の中の手伝いをするようになったことを

あらわす概念である。

「家の中自体は楽になったんですけど。まあ,

おかげでちよっと家のことをやろうと。掃除と

か洗濯とかですね.自分からです.たぶん,そ

れは親が放っておくことでできたという感じで

す.」 という語りがあった。

⑤ 〔自己の存在価値の実感〕

家事役割を遂行することで,家族の役に立ててい

るという思いを抱くことができ, 自己の存在価値を

実感していることをあらわす概念である.

「家族に対してちよっと居場所があったので.

料理を,夕飯はほぼ家族の分を自分で作ってい

ました.そ ういう意味では役割があって, これ

でもいいかなという感覚で2年間ぐらい過ごし

ていました。」と語った.

⑥ 〔自分で家族以外の他人と関わる〕

家族以外の人と自分自身で関わることができ,そ

れが自信につながったことをあらわす概念である。

「父が入院したとき付き添っていたら,毎 日の

ように看護師さんや先生と話し……お父さんど

う? なんて一人前に扱われているような気が
して, リハビリになったのかな。」という語り

があった。

⑦ 〔やったことの成果と自信〕

ひきこもっていたときに,資格取得や手伝い,読

書など, 日々努力したことが形になり, 自信につな

がったことをあらわす概念である。
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「勉強していたことで,簿記 2級に受かったこ

とも自信につながったのだと思います.」 とい

う語りや,「体調が悪くなり,死ぬのかなと

思っているときに,母からポスティングの仕事

を……それからですね,変わっていったのは.

ちよっとずつ体力も戻ってきて,体調も回復し

てきて。」という語りがあった。

③ 〔自分を静観する〕

家の中で,ゆったりとした時間を過ごすことで気

持ちが安定し,自分と向き合うことができるように

なったことをあらわす概念である.

「5年間1人でいれば,少しは充電期間にもなっ

たのかな, と思います。その期間に自分の過去

を整理したり・…・・.自分と向きあえる時間が長

いんで考えるようになりました。」という語り

があった.

⑨ 〔安全基地の獲得〕

家が,本人にとっていつでも自分を受け入れてく

れる,安心できる存在になっていることをあらわす

概念である.

「家の中に自分の居場所があるので,だったら

もう1つ外に出ても大文夫なんじゃないのかな

という,だめだったら帰ってまた家族のために

料理作ったり掃除したりして何となく生きてい

いんじゃないかと思えました.」 という語りや,

「両親を見ていると,十分理解してくれている

と思っています.正直言って, ここが出発地点

かなって…….」 という語りがあった.

3)【家族と共に目標に向かう】

このカテゴリーは,支援機関につながることを欲

するものの,社会へ出る不安によって行動に移せな

い葛藤で苦悩するなかで, 日標に向かって伴走する

親の支援を受け入れ一歩を踏み出せたことをあらわ

している.7つの概念が抽出された.

① 〔支援機関へのアプローチ願望〕

支援機関に関する情報に興味を示し,アプローチ

してみたいという気持ちを抱いたことをあらわす概

念である.
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「母親が,若者地域サポートステーションの情

報をパソコンで調べてもってきてくれて, こう

いうところがあるんだって思って…….じ ゃあ

行ってみようかなって…・・■」と語った.

② 〔家族メンバーとしての責任と自覚〕

家族の一員として,両親や兄弟姉妹への責任を自

覚し,早 く何とかしなければいけないと考えていた

ことをあらわしている.

「両親が年取ってきたなって感じて,自髪が増

えたし危機感を覚えて,ち ゃんと外にかかわら

なきゃ, という気持ちになってきました.」 や

「弟が結婚することになって,教師をしていた

弟の姉がこれでは恥ずかしいな……ご視儀とか

も自分で稼いだお金であげたいと思って, とり

あえず外に出なきゃ, と思いました.」 という

語りがあった.

③ 〔親の気持ちに気付く〕

親が自分を理解しようとしてくれていることや,

自分のために親が動いてくれていることが感じられ

るようになったことをあらわす概念である。

「知らされていなくて,毎週どっかへ行ってる

な,何も言わずに, と思っていたんですが,あ

るとき親の会みたいなのに行ってるって言われ

て,そ うなんだって…….週に一回必ず行って

いるんで,何か負担をかけているなとは思いま

したね.」 と語った。

④ 〔脱出への不安〕

外に出たいとは思っているが,実際に今の生活か

ら一歩外に出ることを考えると,人間関係や就労に

対して強い不安があったことをあらわす概念であ

る.

「一人で踏み出すのが怖いというか,人 とちゃ

んと話せるかとか,そ ういうのが・…・・.」 や,

「規則正しい生活に戻れないような,仕事も頭

の中では真面目にする気はあるけど, じゃあで

きるのかという感じは強くなっていて,不安感

の方が強かった。」という語りがあった.
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⑤ 〔社会への志向と動けない自分との間で葛藤〕

現状の親の庇護から抜け出て自ら社会に向かって

歩き出したいと思いながらも,実際は脱出への不安

から行動に移せないでいることへの葛藤をあらわす

概念である.

「こんなことでどうするんだろうと,常に思っ

ていました。親にいつまでも世話になっている

自分とか,大切な時間を無駄にどんどん使って

いくという焦燥感とか。」や「母子家庭なんで

すね。だからなおさら,母の仕事も年齢的にも

そうですし,母の仕事もそのときまずくなった

んで, 自分もいい加減何とかしなきゃいけない

という気持もありました.」 という語りがあっ

た。

⑥ 〔背中を押される〕

支援機関につながるために,親や支援者からの働

きかけがあったことをあらわす概念である.

「居場所には,最初は親と一緒に行きました.

親が,カ フェがもうじきオープンするっていう

チラシをもってきて,お金もらえるなら行って

もいいかなっていう気持になりました。」や

「訪問してくれていたBさ んが,親の会の居場

所を勧めてくれました。人間きっかけが大事な

んだと思いました.……人が最初に多少誘導し

てくれたら行けるかな.」 などと語った。

⑦ 〔勇気を出してハードル越え〕

気持ちがあっても,支援機関に実際にアプローチ

するまでには強い不安と恐怖があり,勇気が必要で

あったが遂には成し遂げられたことをあらわす概念

である.

「母がサポステのチラシを持ってきましたが,

清水の舞台から飛び降りるような気持で連絡し

ました.明 日行こう,明 日行こうみたいな感じ

で,最初の一歩がきついんです.」 や「サポス

テの場所もわかっていたので,それこそ心療内

科から安定剤とかも処方されていたので,安定

剤を飲んで行きました。」などの語りがあった.
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IV.考 察

ひきこもり状態の人が親との関係のなかで支援機

関に踏み出していくプロセスは3つの段階に分けら

れ,そこで3つの転換点があった.第 1は ,〔親から

の非難の沈静化〕による 〔追い詰められ感の軽減〕,

第2は 〔安全基地の獲得〕,第 3は家族から 〔背中を

押される〕ことである。第1と 第3は ,親からのア

プローチが関係しているが,ひ きこもりの特質上,

親の協力なくしては解決しにくい場合が多いことの

あらわれであり特徴的ともいえる.以下は, この3

つの転換点ついて述べる。

1.〔親からの非難の沈静化〕による 〔追い詰められ

感の軽減〕

本人は,【家族の中で孤独な闘い】段階の 〔親の

対応に抱く陰性感情〕において,批判的な言動を浴

びせる親に対して自分の気持ちが理解してもらえな

いことに苦悩し,感情的に反応したことを語ってい

た.親から理解されることを希求していたことがわ

かる.〔親からの非難の沈静化〕が回復に向かうた

めに重要なターニングポイントであることから,一

刻も早く本人の心情を理解し,批判的対応から理解

的対応に変化することが望まれる.しかし,子ども

と直接関わりあいながら日々を送る親にとって,理

解的対応ができるようになることは,長年培ってき

た自らの価値観を子に合わせた価値観に転換すると

いう困難な作業を強いられることである。これにつ

いて小野 (2000)は,親にとって余程の勇気が必要

であると述べるが,時間をかけた本人への理解の深

化によって達成されるものであろう.

では,本人を理解するためにはどのようなアプ

ローチが有効なのだろうか。〔親の対応に抱く陰性

感情〕に紹介した2つの例から考えてみたい.親と

会話がなく,親が何を考えているのかわからないス

トレスで体調を崩し入院したという語りと,不登校

になっても何も言われず,父は自分の言いなりであ

り,自分が期待されない存在ではないかと感じたと

いう語りである。斎藤 (2014)は,ひ きこもりの場
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合,親子一緒に暮らしながら会話がないと,本人の

低い自尊感情と親の怒りが相互に投影し合い,互い

に誤解した思い込みが強くなり投影同一視により相

互の誤解を招きやすいと述べ,誠実な態度でできる

だけ本人が楽になるような形で,対面で会話をする

ことを勧めている.さ らに斎藤 (1998)は,相手が

不可解な行動を取ったときは,対話を通じて理解と

共感を試みるのが常識であり, まず理由を尋ね,少

なくとも一度は説得を試み,反発を買うにしても対

等に近い立場で互いの意見を述べ合うことの重要性

を述べている.

自らの心中をうまく語ることが困難な 〔自己の操

縦不能〕状態の本人を理解するためには,親自身が

反目されるのを覚悟でアプローチをし続けなければ

ならないことがわかる。その方法は対話を基本と

し,本人を追い詰めるような批判的な言動や叱咤激

励は慎み,本人が楽になる形でメッセージを送り続

けることである.親は,誠実で率直な態度で本人と

意見を述べ合う,その対話をくり返す時間の流れの

なかから,本人への理解が深まっていくものと考え

られる.

2.〔安全基地の獲得〕が社会への志向へ

中村 (2014)は,幼児期の子どもの行動範囲の広

まりの背景には,戻ってくることのできる安全基地

としての親の存在があると述べているが,本研究結

果においても,家族という安全基地の存在が 〔支援

機関へのアプローチ願望〕の基盤となっていること

がわかる。〔安全基地の獲得〕は,【容認環境で力の

醸造】段階が示すように,家族関係の中で得られる

自尊感情と,免許や資格取得,〔自分で家族以外の

他人と関わる〕など, 日に見える成果によって得る

ことのできる様々な自信の積み重ねによって生成さ

れていた.特に,家族関係において得られる自尊感

情は,〔家族役割を引き受ける〕ことで得る 〔自己

の存在価値の実感〕が大きく,家族に受け入れても

らえている,家族が自分を大切に思ってくれている

という価値ある自分を感じることができる関係性の

中で培われたものであった.
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これらの家族への信頼と自尊感情の高まりが 〔安

全基地の獲得〕を可能とし,〔支援機関へのアプ

ローチ願望〕という社会への志向へと発展したもの

と考えられる.

3.〔背中を押される〕ことで 〔勇気を出してハード

ル越え〕ヘ

ひきこもりの二次的症状として対人恐怖症状が起

こりうる (斎藤,1998)こ とから,本人の社会へ向

けた行動を促進させるために,外部の支援者や親が

何らかの形で背中を押すことが有用であるといわれ

ている.ただ,〔支援機関へのアプローチ願望〕が

あるにもかかわらず,そのタイミングが非常に難し

いことは,〔社会への志向と動けない自分との間で

葛藤〕から想像できる。〔勇気を出してハードル越

え〕で,清水の舞台から飛び降りるような覚悟で社

会への一歩を踏み出したという語りがあるように,

ひきこもる人たちにとって社会へのハードルは想像

以上に高い.〔家族メンバーとしての責任と自覚〕

で両親の老齢化に危機感を抱いたこと,弟の結婚に

際して自分の存在が恥ずかしいと思えたなど,現実

的な差し迫った事情があった。さらに,〔親の気持

ちに気付く〕では, 自分のために親に負担をかけて

いることがわかり,済まない思いを抱いていた。こ

のように,現実的な事情と家族への申し訳なさが背

景に存在しており,心理的に準備状態は整っていた

状況で,ち ょっと 〔背中を押される〕ことで一歩を

踏み出せたのではないかと考えられる.

いずれにしても 【家族と共に目標に向かう】とい

う,親が本人の揺れる心情に合わせてタイミングを

みながら伴走者としての機能を果たしていたからこ

そ,背中を押すチャンスを見逃さずに,次の 〔勇気

を出してハードル越え〕を果たせたものと考えられ

る .

V.看護への示唆

家族面接において,本人がたどるプロセスについ

て説明することは,暗中模索状態の家族にとって,
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先の希望が持て, 自らの目標にもなる。さらに,家

族面接を継続する場合に,次の目標設定などを共に

考えるツールとなる。

本研究で明らかになったことは,本人の変化は親

の対応に影響されること,あたたかい家族間の会話

による交流は, どの段階においても本人の社会に出

る力を醸造すること,必要時,親の支援が必要だと

いうことである。

【家族の中で孤独な闘い】では,本人の拒否的言

動に及び腰となり,親としての自責感で自尊感情を

著しく低下させている家族の心情を共感的に理解す

るとともに,本人を理解しようとする姿勢で,でき

るだけ本人が楽になるような会話によるアプローチ

を続けることの重要性を説明し支持する.ま た,

〔親の対応に抱く陰性感情〕〔苦しみのアピール〕〔責

任転嫁〕など混乱した態度を示すわが子に翻弄され

ている家族の姿や,〔ゲームで気を紛らわす〕〔逃避

のための昼夜逆転生活〕を批判的にみる家族の姿は

容易に想像できる.本 人は思春期心性 (齊藤,

2010)に 類似した心理状態でいること,ゲームや昼

夜逆転生活については自己防衛の反応であることの

理解を促す必要がある。さらに,批判的な言動や不

適切な叱咤激励は,〔自己の操縦不能〕な状態を促

進させるため,あたたかい関わりの中でゆっくり休

める環境づくりが回復への早道であることを伝え

る。ひきこもる子の母親を対象とした研究におい

て,子の気持ちを理解できないまま言動に振り回さ

れ,その場しのぎの対応をする姿が浮かび上がって

いた (斎藤,本間,真壁他,2013b)。 この時期は,

親も現状を俯跛してみることは不可能に近く,子の

気持ちの理解が困難な状態が考えられるため,親の

心理的安定を意識しながら関わる必要がある。

【容認環境で力の醸造】では,〔家族の一員として

の日常〕というあたたかい家族間の交流の日々が自

然と力を蓄え,家族が 〔いつでも戻れる安心基地〕

となることが社会に向けた第一歩につながることを

説明する。親が抱く日常的な様々な気がかりなこと

を傾聴し,対応について共に考えることも重要な支
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援となる.

【家族と共に日標に向かう】の段階では,〔脱出ヘ

の不安〕は強く,本人にとって外へのハードルは

「清水の舞台から飛び降りる気持」と表現されるほ

ど高いものであることの理解を促す必要がある.さ

らに,一人で一歩を踏み出すことは困難な場合が多

く,実際は家族や支援者が背中を押す対応が効を奏

しているという事実を伝えることは有用である。

Ⅵ。結 論

1.【家族の中で孤独な闘い1,【容認環境で力の醸

造】,【家族と共に日標に向かう】の3つのカテ

ゴリーで構成されていた.

2.プロセス上で変化をもたらす重要な転換点は3

つ存在した.第 1に ,〔親からの非難の沈静化〕

により 〔追い詰められ感の軽減〕となること,

第2に,家族という 〔安全基地の獲得〕ができ

ると 〔支援機関へのアプローチ願望〕につなが

ること,第 3に ,家族や支援者から 〔背中を押

される〕ことが,次のステップに進むために有

用であった。

3.本人を理解するための親の関わりでは,本人が

楽になる形での誠実で率直な対話が求められる.

特に,本人が拒否的反応を示す 【家族の中で孤

独な闘い】では重要である.

4.家族支援では,本人がたどるプロセスと今どの

段階にいるかを協働でアセスメントし,その段

階に応じた目標設定や具体的な関わりについて,

共に考える支援が求められる.

Ⅶ。本研究の限界と課題

本研究の結果には,ひ きこもり状態の人が,家族

との関係のなかで支援機関に第一歩を踏み出してい

くことに限定した範囲でのみ説明力をもつ方法論的

限定がある。そのため,ひきこもり状態にいる人と

その家族支援においてのみ応用できる知見といえ
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る.

また,本研究では現在就労中の人,あるいは支援

機関に通うひきこもり経験者を分析焦点者としてい

るが,このプロセスをうまく歩むことができない人

の体験についても明らかにしていく必要がある.さ

らに,支援機関へ踏み出したものの,再度ひきこも

る人もいる.今後,その人たちの心理的プロセスも

明らかにしていきたい.
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The Psycho:ogical Process which Led Persons in a Situation of Hikikomorito Take First Step

from its Situation to Approach Support Organization and Farnily Support
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l)Niigata Seiryo University Department of Nursing
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Key、Ⅳords: hikikomori,psychological process,family support,modined grounded theory approach

By carrying out interview― questionnaires with persons who have experienced hikikomori(social withdrawal)

and focusing on the emotions of their famil,‐ n particular,the parentttthe aim of the present study is to darify

the psychological process which led these persons to take the nrst step fronl their hikikomOri state to approach

support organizations and to obtain suggestions for fanlily support.Senli― structured interviews were carried out

with 26 research subiects,and as a result of analysis using the amended grounded‐ theory approach,the process

was broken down into three categories“ a lonely struggle in the family",“brewing of power in tolerated en宙 ron―

ment'' ,and“ proceed toward goal with fanlily support'' .There were three important turning points in the process.

First, “parents calrning down their own condemnation" made possible “the feeling of being trapped decreasing" .

Second,the family becoming“ a safe base where one can return anytilne"led to``a desire to approach a support or―

ganization" .Third, “being encouraged" at appropriate tilnes led to action facilitating direction toward support or―

ganizations.As for the nrst,since the parents'response and iudgment are key inauences,they can be expected to

shorten the withdrawal period of the status of hikikomori.A/1oreover,in terms of fanllly support,key pOints are:ex‐

plaining the progress of the process to the hikikomori making assessments at certain points to idendfy the stage at

which she or he is currently;and thinking together about the characteristic actions at that stage and the necessary

personal connections on an individual level.In doing so,explalning the aforementioned three turning pOints,and

encouraging an understanding of the importance of cooperation of the hikikomori's parents with the hikikomori

her/himsell are also important points in order to prevent a prolongation of the hikikomori state.


